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鴎
外
訳
レ
l

ナ
ウ
詩

｜
｜
訳
詩
集
『
珍
母
影
』
の
一
側
面
｜
｜

「
月
光
」
「
あ
し
の
曲
」
に
つ
い
て

関
口

裕
昭

て
は
じ
め
に

『
於
母
影
』
は
明
治
二
十
二
年
八
月
、
「
国
民
之
友
」
第
五
十
八
号
夏
季
付
録
「
藻
塩
草
」
に
発
表
さ
れ
た
十
七
の
詩
編
よ
り
な
る
訳
詩

鳥
れ
、
前
年
に
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
鴎
外
に
よ
る
西
洋
文
化
体
験
の
み
ず
み
ず
し
い
第
一
報
告
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
近
代
詩

の
そ
の
後
の
展
開
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
「
西
詩
を
最
も
早
く
原
詩
の
香
を
い
く
分
で
も
保
存
し
て
移
し
、

L
M」
（
日
夏
秋
之
介
）

実
験
例
で
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
に
は
「
新
体
詩
」
が
漸
く
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
晴
矢
と
な
っ
た
の
は
、
出
来
ば
え
の
善
し
悪
し
を
度
外
視
す
れ
ば
、

七
五
調
の
創
作
・
翻
訳
を
収
め
た
明
治
十
五
年
の
『
新
種
詩
抄
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
十
九
年
の
「
新
世
詩
選
』
が
続
き
、
さ
ら
に
二
十
二
年

に
は
、
評
論
壇
の
中
心
に
あ
っ
た
石
橋
忍
月
が
匿
名
で
訳
詩
を
次
々
に
発
表
し
て
、
原
語
の
韻
律
構
造
を
日
本
語
に
移
す
こ
と
の
困
難
を
力

説
し
た
。
し
か
し
形
式
を
全
く
無
視
し
た
内
容
主
義
と
陳
腐
な
直
訳
調
は
批
判
を
呼
ぴ
、
各
誌
で
激
し
い
訳
詩
論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
鴎
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外
も
ま
も
な
く
こ
の
論
争
の
渦
に
進
ん
で
身
を
投
じ
て
ゆ
く
（
「
独
逸
文
学
の
隆
運
」
「
再
び
平
灰
に
就
き
て
」
明
治
二
十
二
年
四
月
、
「
現

代
諸
家
の
小
説
論
を
読
む
」
同
十
一
月
等
）
。
そ
の
詳
細
は
控
え
る
が
、
『
除
母
影
」
成
立
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

同
じ
頃
、
鴎
外
を
中
心
に
し
て
文
壇
サ
ロ
ン
風
の
結
社
「
新
聾
会
」
が
組
織
き
れ
た
。
鴎
外
の
他
に
、
井
上
哲
次
郎
、
落
合
直
文
、
市
村

噴
次
郎
、
そ
れ
に
鴎
外
の
妹
小
金
井
喜
美
子
の
五
人
で
あ
る
。
同
人
は
日
本
の
詩
を
刷
新
す
る
意
気
込
み
に
燃
え
、
上
野
花
園
町
の
鴎
外
の

寓
居
で
、
夜
が
更
け
る
の
も
忘
れ
て
訳
詩
の
推
敵
に
没
頭
し
た
。
鴎
外
は
こ
の
時
を
回
想
し
て
「
社
中
の
人
人
が
し
の
ば
ず
の
池
に
臨
め
る

楼
上
に
夜
を
徹
し
て
、
此
一
巻
を
編
み
成
し
し
時
を
憶
ひ
起
こ
せ
ば
、
毎
篇
毎
関
毎
句
毎
字
、一
と
し
て
深
き
感
慨
の
媒
な
ら
ぬ
は
な
し
」

と
述
懐
し
て
い
る
（
「
改
訂
水
沫
集
」
）
。
こ
の
動
き
を
察
知
し
た
「
国
民
之
友
」
の
主
筆
徳
富
蘇
峰
が
、
彼
ら
に
詩
華
集
の
翻
訳
を
懲
憩
し

た
の
も
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
十
七
編
の
訳
詩
（
訳
者
は
ω
切
・ω
・
［
新
聾
社
の
略
］
と
あ
る
が
、
全
篇
が

鴎
外
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
に
成
立
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
は
、
形
式
的
に
も
漢
詩
風
の
も
の
か
ら
和
歌
、
新
体
詩
に
至
る
ま

で
、
伝
統
的
な
五
七
、
七
五
調
の
他
に
、
十
十
、
五
五
、
八
七
、
八
六
調
な
ど
を
試
作
し
、
新
体
詩
の
あ
る
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
を
提

示
し
て
い
る
。
訳
出
に
当
っ
て
は
、
目
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
ご
と
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
意
」
（
従
原
作
之
意
義
者
）
、
「
句
」
（
従
原

作
之
意
義
及
字
句
者
）
、
「
韻
」
（
従
原
作
之
意
義
及
韻
法
者
）
、
「
調
」
（
従
原
作
之
意
義
字
句
及
平
灰
韻
法
者
）

の
四
種
の
方
法
が
試
み
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
形
式
面
で
の
新
機
軸
に
関
し
て
は
、
既
に
小
堀
桂
一
郎
、
神
田
孝
夫
両
氏
に
よ
る
優
れ
た
研
究
が
ふ
円
、
重
要
な
事
柄
は
ほ
ぼ
言
い

尽
く
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
原
文
と
訳
文
の
綿
密
な
比
較
検
討
に
対
し
て
は
、
特
に
本
稿
で
扱
う
二
篇
の
詩
に
関
し
て
、
な
お
言
及
す
ぺ

き
こ
と
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
比
較
文
学
の
研
究
領
域
で
も
、
こ
と
ド
イ
ツ
文
学
と
鴎
外
の
関
係
に
限
っ
て
み
て
も
、

ゲ
ー
テ
や
ハ
イ
ネ
、
リ
ル
ケ
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
レ
l

ナ
ウ
と
の
関
係
を
詳
細
に
検
討
し
た
論
考
は
未

(411) -2-



だ
な
い
。
な
る
ほ
ど
鴎
外
の
訳
し
た
レ
l

ナ
ウ
の
詩
は
上
記
わ
ず
か
二
篇
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
看
過
さ
れ
て
き
た
の
も
故
な
し
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
「
現
代
諸
家
の
小
説
論
を
読
む
」
に
は
ゲl
テ
と
並
ぴ
レ
l

ナ
ウ
を
賞
し
た
一
文
も
あ
り
、
訳
詩
の
選
択
、
訳
出
の
方
法
、
き

ら
に
後
続
す
る
作
品
群
に
与
え
た
影
響
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
上
記
二
篇
の
詩
に

考
察
の
対
象
を
絞
り
、
な
る
べ
く
原
文
と
そ
の
背
景
に
も
光
を
当
て
な
が
ら
、
形
式
と
内
容
の
双
方
か
ら
『
が
母
影
」
成
立
時
に
お
け
る
鴎

外
の
翻
訳
の
神
髄
と
そ
の
文
学
的
射
程
に
迫
り
た
い
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
訳
詩
と
無
視
で
き
な
い
影
響
下
に
成
立
し
た
ド
イ
ツ
三
部
作

（
「
舞
姫
」
「
文
づ
か
ひ
」
「
う
た
か
た
の
記
」
）
と
の
関
係
に
も
、
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
一、

レ
l

ナ
ウ
の
自
然
行
情
詩

個
々
の
作
品
分
析
に
移
る
前
に

レ
l
ナ
ウ
の
生
涯
と
そ
の
自
然
行
情
詩
の
特
質
を
簡
単
に
ま
と
め
て
札

ω。

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
レ

l

ナ
ウ
（
Z
待
。
－ω
g
F
g
ω

ロ
）
、
本
名
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ニl
ム
プ
シ
ュ
・
エ
l

ド
ラ
l

・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
レ
l

レ
l

ナ
ウ
は
一
八
O
二
年
当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
で
あ
っ
た
テ
メ
ス
ヴ
ァ
ル
付
近
の
小
邑
チ
ャ
タ
ド
（
現
ル
ー
マ
ニ
ア
の
レ
l

ナ
ウ
ハ
イ
ム
）
に
生

ま
れ
た
。
幼
く
し
て
父
と
死
別
し
、
母
が
再
婚
し
た
医
者
と
と
も
に
ワ
イ
ン
で
有
名
な
ト
カ
イ
に
移
り
住
む
。
少
年
の
彼
は
、ハ
ン
ガ
リ
ー

の
大
自
然
に
親
し
む
と
同
時
に
独
学
で
音
楽
を
学
ぴ
、
生
涯
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
手
放
す
事
は
な
か
っ
た
。
祖
父
の
遺
し
た
財
産
援
助
を
得

て
、
十
七
歳
で
ウ
ィ
ー
ン
に
上
り
大
学
に
籍
を
置
く
が
、
哲
学
、
法
学
、
農
学
、
医
学
と
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
次
々
と
専
攻
を
変
え
な
が
ら

も
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
卒
業
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
八
二
九
年
彼
を
溺
愛
し
た
母
が
死
去
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル
プ
ス
を
初
復

し
、
悲
し
み
を
忘
れ
よ
う
と
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
グ
リ
ュ
i

ン
、
ラ
イ
ム
ン
ト
、
グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ア
ー
ら
と
交
わ
り
な
が
ら
詩
作
を
開

始
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
赴
い
て
詩
集
の
出
版
を
計
画
し
、
当
地
で
ウl
ラ
ン
ト
、

ケ
ル
ナ
l

、
シ
ュ
ヴ
ァ
！
プ
ら
シ
ュ
ヴ
ァ
！
ベ
ン

-3ー(410) 



派
の
詩
人
サ
ー
ク
ル
に
暖
か
く
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
以
後
死
ぬ
ま
で
ウ
ィ
ー
ン
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
を
往
復
す
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
で

(409) 

知
り
合
っ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
！
プ
の
姪
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
グ
メ
l

リ
ン
は
レ
！
ナ
ウ
に
激
し
い
恋
心
を
抱
き
、
彼
も
心
を
動
か
さ
れ
る
が
、
彼
女

へ
の
情
熱
を
断
ち
切
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
移
住
を
計
画
す
る
。と
も
に
一
八
三
二
年
の
前
半
に
書
か
れ
た
「
月
光
」
と
「
あ
し
の
曲
」
は
、

(6
) 

モ
デ
ル
と
な
っ
た
ロ
ッ
テ
は
「
葦
の
ロ
ッ
テ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
、
レ
l

ナ
ウ
は

彼
女
と
の
恋
愛
を
背
景
に
し
て
お
り
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
医
学
を
修
め
よ
う
と
も
す
る
が
、
す
ぐ
に
そ
れ
を
断
念
し
て
い
る
。

七
月
二
十
七
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
出
航
、
十
月
十
六
日
に
パ
ル
チ
モ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
上
陸
。
広
大
な
大
西
洋
の
海
と
ア
ル
プ

ス
の
自
然
は
、
彼
を
真
の
自
然
詩
人
へ
と
開
眼
さ
せ
た
二
大
要
因
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
オ
ハ
イ
オ
州
で
二
ハ
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を

購
入
、
大
農
地
の
経
営
を
夢
見
る
が
、
冬
の
寒
き
は
耐
え
難
く
、
病
に
倒
れ
、
失
意
と
孤
独
の
う
ち
に
半
年
で
当
地
を
去
る
。
し
か
し
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
濃
布
な
ど
、
未
開
地
の
自
然
は
深
く
彼
の
印
象
に
残
り
、
数
年
後
作
品
と
し
て
結
晶
化
し
た
。一
八
三
三
年
六
月
に
帰
国
す
る

-4-

と
、
留
守
中
に
出
版
さ
れ
て
い
た
『
詩
集
』
の
好
評
に
よ
り
有
名
詩
人
に
な
っ
て
い
た
彼
は
、
熱
狂
的
に
迎
え
ら
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
官

吏
の
妻
ゾ
フ
ィ
i

・
レ
l

ヴ
エ
ン
タ
ー
ル
に
絶
望
的
な
恋
を
し
、
精
神
を
疲
弊
き
せ
た
が
、
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
（
一
八
三
六
）
、
『
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ

ー
ラ
』
（
一
八
三
七
）
、
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」
（
未
完
）
な
ど
叙
事
詩
の
大
作
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
肉
体
と
精

神
の
相
克
、
知
識
人
の
分
断
さ
れ
た
自
我
意
識
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
晩
年
の
彼
は
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
が
高
じ
て
次
第
に
精
神
の
異
常
を

来
す
よ
、
フ
に
な
り
、
一
八
四
四
年
、
当
時
三
十
三
歳
の
マ
リ
i

・
べ
！
レ
ン
ツ
と
婚
約
す
る
も
束
の
間
、
発
作
を
起
こ
し
て
操
狂
の
状
態
に

陥
り
、
以
後
一
八
五
二
年
に
死
ぬ
ま
で
精
神
病
院
で
過
ご
し
正
気
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

レ
l

ナ
ウ
の
作
品
は
、
自
然
持
情
詩
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
当
時
の
体
制
批
判
や
抑
圧
さ
れ
た
少
数
民
族
の
立
場
に
立
つ
政
治
的
要
素
の

強
い
詩
も
少
な
く
な
く
、
晩
年
の
叙
事
詩
の
大
作
群
も
含
め
る
と
作
品
世
界
は
す
こ
ぶ
る
広
大
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
描
か
れ
た
自
然
形



象
は
、
他
の
詩
人
に
は
な
い
際
立
っ
た
特
質
を
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
自
然
は
そ
れ
を
観
察
す
る
者
の
内
的
状
態
の
反
映
で
あ
り
、
そ

(7
) 

の
心
理
的
事
件
を
背
景
に
持
つ
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
は
レl
ナ
ウ
の
「
内
的
状
態
」
を
反
映
し
て
、
憂
掛
号
、
苦
悶
、
凄
烈
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
で
彩
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
ば
し
ば
「
世
界
苦
」
の
詩
人
と
呼
ば
れ
る
。
き
ら
に
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
独

自
の
自
然
把
握
、
す
な
わ
ち
上
部
と
下
部
構
造
の
対
立
な
い
し
は
分
裂
で
あ
る
。
例
え
ば
レ
l

ナ
ウ
の
詩
に
は
し
ば
し
ば
山
が
登
場
す
る
。

山
に
登
れ
ば
上
る
ほ
ど
、
勇
気
と
希
望
が
湧
い
て
く
る
が
、
登
り
詰
め
た
頂
点
か
ら
見
た
下
方
に
広
が
る
深
淵
は
、
奈
落
と
死
へ
の
恐
怖
を

掻
き
立
て
る
の
で
あ
る
。
上
昇
と
下
降
の
永
遠
の
反
復
、
高
み
と
深
淵
と
の
緊
張
。
こ
の
二
律
背
反
が
レ
l

ナ
ウ
の
詩
の
本
質
で
あ
る
が
、

よ
り
重
き
が
置
か
れ
る
の
は
高
み
か
ら
見
た
深
淵
の
方
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
深
淵
へ
の
視
線
に
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た
、
深
層
の
自
我

へ
の
眼
差
し
が
隠
さ
れ
て
い
た
事
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
マ
ル
テ
ン
ス
は
こ
の
「
深
淵
」
（
〉

σ
明
日
丘
）
こ
そ
が
レl
ナ
ウ
の
詩
の
最
も

(8

)(

9
) 

重
要
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
主
張
し
、
ド
ッ
プ
ラ
l

も
そ
れ
を
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
形
象
で
確
認
し
て
い
る
。
例
え
ば
海
。
そ
こ
で
は
潮

の
満
ち
退
き
、
波
の
盛
り
上
が
り
と
落
下
と
い
う
対
立
が
描
か
れ
る
。
凪
い
だ
海
で
す
ら
、
水
面
は
単
な
る
表
面
と
し
て
で
は
な
く
、
深
淵
-5ー

を
映
し
出
す
鏡
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
こ
に
、
自
然
形
象
の
深
層
に
隠
き
れ
た
も
う
一
つ
の
自
我
、
自
我
の
分
裂
を
見
抜
い
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
落
ち
る
」
「
沈
む
」
「
萎
れ
る
」
「
過
ぎ
去
る
」
「
沈
思
す
る
」
と
い
っ
た
下
降
的
・
凋
落
的
表
現
が
頻
出
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
こ
編
の
詩
に
つ
い
て
も
、
「
あ
し
の
曲
」
で
E
a
q

（
下
へ
）
や
巴
え
（
深
く
）
と
い
っ
た
副
詞
表
現
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
池
、
吋mw
W
Fは
自
我
H
n
Fの
深
淵
を
映
し
出
す
鏡
と
も
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
押
き
え
た
上
で
、
次
に
「
月
光
」
「
あ
し
の
曲
」
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
最
初
に
鴎
外
訳
を
か
か
げ
、
そ
の
あ
と
に
原
文

と
筆
者
の
試
訳
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

(408) 



三
、
「
月
光
」

u
a
ロ
問
。
色
。
一
ロ
｝
向
。
ロ
内
回
目
司
．

W
F
a
ロ
g
g

思
汝
無
己
孤
出
蓬
戸
沿
岸
行

E
吟

同
α
ロ
ロ
件
。
ロ
－
m
g
n
F
Oロ
耳
目
吋
問
。
自
色
ロ

g
g

安
得
倶
汝
江
上
相
衆
聞
此
流
水
音

安
得
倶
汝
江
上
聯
挟
塘
仰
天
色
開

時
自
前
岸
平
野
之
際
明
月
徐
上
来

光
彩
飛
散
其
色
銀
白
依
約
凝
架
虹

虹
也
千
丈
中
断
潮
除
遁
達
幽
樹
叢

逢
此
光
彩
輝
映
娯
目
波
亦
心
自
恰

線
見
波
起
波
伏
相
逐
其
逝
長
若
斯

看
到
汀
樹
漫
影
之
慮
延
忽
疑
有
無

微
聴
其
響
無
見
其
去
知
針
千
頃
湖

吾
所
希
眼
波
一
揺
耳
何
日
能
得
償

思
汝
無
巳
唾
汝
何
似
吾
夜
之
月
光

期
、
汝
時
慕
建
倒
吾
履
深
夜
空
決
昨

(407) 

g
g
8
2
5
B
g

己
g
m
一

す
で
ほ
う
こ

（
汝
の
無
き
を
思
ひ
て
巳
に
孤
り
蓬
戸
を
出
で

ω
0山
口
。
ロd〈
角
川
口
。
ロ

w
－ω
ロ
問
一

岸
に
沿
い
て
行
き
且
つ
吟
ず
）

つ
ど

（
安
く
ん
ぞ
汝
と
倶
に
江
上
に
相
ひ
衆
ひ
此
の
流
水
の
音
を
聞
く
こ
と
を
得
ん
）

せ
ん
ぎ
ょ
う

（
安
く
ん
ぞ
汝
と
倶
に
江
上
に
扶
を
聯
ね
天
色
の
開
く
を
鳴
仰
す
る
こ
と
を
得
ん
）

し
づ

（
時
に
前
岸
の
平
野
の
際
よ
り
明
月
徐
か
に
上
り
来
る
）

（
光
彩
飛
散
し
て
其
の
色
銀
白
依
約
と
し
て
凝
り
て
虹
を
架
く
）

ち
ょ
う
み
や
〈

（
虹
や
千
丈
潮
肱
を
中
断
し
て
逢
か
に
幽
樹
の
叢
に
達
せ
り
）

お
の
づ
か
よ
ろ
と

（
此
の
光
彩
の
輝
映
し
て
目
を
娯
し
ま
し
む
る
に
逢
ひ
波
も
亦
心
自
ら
恰
ぶ
）

（
翻
り
て
見
れ
ば
波
起
り
波
伏
し
て
相
ひ
逐
ひ
其
の
逝
け
る
こ
と
長
へ
に
斯
く
の
若
し
） -6-

（
看
つ
つ
汀
樹
の
影
を
浸
す
慮
に
到
れ
ば
荏
忽
と
し
て
有
無
を
疑
う
）

せ
ん
け
い

（
微
か
に
其
の
響
き
を
聴
き
て
そ
の
去
る
を
見
る
無
く
千
頃
の
湖
に
針
す
が
知
し
）

が
ん
ば

（
吾
が
希
ふ
所
は
眼
波
一
揺
の
み
何
れ
の
日
に
か
能
く
償
ふ
を
得
ん
）

な
げ

（
汝
の
無
き
を
思
ひ
て
己
に
嵯
く
汝
何
ぞ
似
た
る
か
吾
が
夜
の
月
光
に
）

ま
あ
し
お
と
し
ひ
と
み
ひ
ら

（
汝
を
期
ち
て
時
に
建
を
嘆
き
吾
が
履
を
倒
ま
に
し
深
夜
空
し
く
降
を
決
け
ば
）



昏
黒
生
路
如
大
江
水
鳴
咽
停
不
流

’
』
’ι
N’』
，
、

（
昏
黒
た
る
生
路
は
大
江
の
水
の
如
く
鳴
咽
し
て
停
ま
り
て
流
れ
ず
）

け
ん

（
汝
に
逢
ひ
て
時
に
ま
た
李
花
の
面
を
看
れ
ば
名
月
も
将
に
析
を
失
は
ん
と
す
も
）

ゃ
い
な
づ
ま
あ
あ
ペ
つ
ぜ
ん
い
か

（
生
路
の
流
水
は
箭
の
如
く
電
の
如
し
嵯
其
の
瞥
然
た
る
を
奈
ん
せ
ん
）

逢
汝
時
又
看
李
花
面
明
月
将
失
祈

生
路
流
水
知
箭
知
電
嵯
奈
其
瞥
然

［
語
釈
］O
蓬
戸
蓬
を
編
ん
だ
戸
。
貧
者
の
家
。
「
蓬
戸
賓
牌
」
［
札
記
・
儒
教
〕
と
は
貧
者
の
す
み
か
の
形
容
。
さ
ら
に
蓬
は
「
孤
蓬
」

「
転
蓬
」
と
し
て
さ
す
ら
う
旅
人
の
形
容
と
な
る
。
「
孤
蓬
高
里
征
」
［
李
白
・
送
友
人
〕
類
語
の
「
瓢
蓬
」
が
『
於
母
影
』
に
収
め
ら
れ
た

「
別
離
」
で
も
用
い
ら
れ
て
い
るσ
O
曙
仰
あ
お
ぎ
見
る
こ
と
。
「
夫
日
月
星
辰

民
所
謄
仰
也
」
［
誼
・
祭
法
〕O
天
色
空
の
色
。
ま
た

空
の
様
子
。
「
水
昏
天
色
晩
崖
下
泊
行
舟
」
［
唐
彦
謙
・
夜
泊
東
渓
有
懐
詩
］
こ
こ
で
は
月
が
閣
を
開
く
よ
う
に
神
々
し
く
輝
く
き
ま
を
指

す
。
O
依
約
ほ
の
か
に
、

ぼ
ん
や
り
見
え
る
き
ま
。
「
蓄
宅
柳
依
約
空
韓
燈
歌
然
」
〔
頼
山
陽
］
他
に
「
結
び
つ
く
」
と
い
う
意
も
あ
る
。

-7-

O
幽
樹
薄
暗
い
奥
に
ひ
っ
そ
り
と
生
え
て
い
る
樹
。
「
幽
樹
没
青
諦
閑
花
落
碧
苔
」
［
激
石
・
函
山
雑
昧
］
O
汀
樹
水
際
に
生
え
て
い
る

樹
。
O
千
頃
頃
は
広
さ
の
単
位
で
百
畝
（
周
代
の
一
畝
は
一
・
八
二
ア
ー
ル
）
。
極
め
て
広
い
こ
と
の
た
と
え
。
「
千
頃
帯
遠
堤
寓
里
潟
長

汀
」
［
謝
霊
運
・
白
石
巌
下
径
行
田
詩
］O
眼
波
情
愛
の
こ
も
っ
た
女
性
の
ま
な
ざ
し
、
秋
波
。
「
小
雁
斜
侵
眉
柳
去
娼
霞
横
接
眼
波
来
」

［
韓
億
・
席
上
有
贈
詩
］O
逆
履
慌
て
て
は
き
物
を
逆
き
に
は
く
。
急
い
で
出
て
行
き
、
心
か
ら
人
を
歓
迎
す
る
こ
と
。
「
謝
人
迎
接
云
重

厘
倒
履
」
［
書
言
故
事
・
延
接
類
］O
昏
黒
真
っ
暗
な
こ
と
。
夕
闇
。
こ
こ
で
は
前
途
を
閉
ざ
さ
れ
た
暗
い
心
の
状
態
。
昏
に
は
「
め
と

る
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
O
生
路
人
生
行
路
。
O
大
江
大
き
な
川
。
「
月
湧
大
江
流
」
［
社
甫
・
旅
夜
書
懐
］O李
花
す
も
も
の
花
。

す
も
も
は
蕃
破
に
似
た
果
樹
で
、
春
、
白
い
花
を
付
け
る
。
「
自
明
無
月
夜
強
笑
欲
風
天
」
［
李
商
隠
・
李
花
］
な
ど
美
し
い
女
性
の
形
容

か
ほ
ょ

に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。

O
鳴
咽
む
せ
び
泣
く
こ
と
。

O
研
み
が
か
れ
た
女
性
の
美
し
き
。
「
研
き
少
女
パ
リ
l

の
ま
ね
び
粧
い
し
た

(406) 



る
」
［
舞
姫
］O
箭
矢
。

O
瞥
然
ち
ら
り
と
心
に
浮
か
ぶ
さ
ま
。

U
B

冨
O
ロ
色
目
。
伊
丹

u
a
ロ

m
a

－O
一
ロw
oロ
島
町
べ
向
。v
a
ロ
g
B

U
向
。ω
g
g
g
g
o

昆
宮
ロ
間
一

同
α
ロ
ロ
件
。
ロE
Z
R
F
Oロ
d
E円
m
o
g
aロω
ω
ヨ

ω
巴
5

自
宅
色
町
長
－
g
m

一

問
。
ロ
ロ
件
。
ロ
項
目
円

N
g
m
g
B
O

ロ
ω
の
F
m
w
z
o
ロ

宮
内
目
。
ロ
宮
。
ロ
品
。
5
3
F

U
R

念
仏
B
Z
ロ

M
E
ω

品
。
ロ
〉5
ロ

円
、
。
山
ω
0
4
M
w
c
n
V

仲
町
。
吋
〈
。
H
1・

F
o
g
告
の
町
民
B
E
R
B
a
s
B

盟
問
。w
o

k
r
g円
目
。
自
白5
2
R
v
a
ロ

ω
官
．
。
ロ
品
回
目
ロ
ロ

σ
。
吋
命
日
ロ
ゆ
切
吋
位
。

w
o

回
目ω
N
C
B
ω

昨
日
。
ロ
出
色
ロ
・
｜

(405) 

月
光

あ
な
た
を
想
い
つ
つ
私
は
ひ
と
り

こ
の
河
に
沿
っ
て
さ
す
ら
う
。

ふ
た
り
一
緒
に
こ
の
河
の
せ
せ
ら
ぎ
に

耳
を
澄
ま
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
！

あ
の
上
り
ゆ
く
月
を
ふ
た
り
一
緒
に

-8-

眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
。

月
は
彼
方
の
緑
野
よ
り

静
か
に
上
ろ
う
と
し
て
い
る
。

月
は
優
し
く
私
の
ま
な
ざ
し
に

銀
色
の
光
か
ら
な
る

橋
を
河
の
上
に
投
げ
架
け
る
、

向
う
の
静
か
な
森
に
到
る
ま
で
。



君
。
円
四g
ω
丹8
5
2

骨
。
F
0
4〈
巴
－B

U
R
n
F
品
。
ロω
n
E
B
B
R
N
向
。F．
D

－

ω
o
v－
－n
F
項
目
。
窓
口ω
σ
品
目O
R
E
M
O口
。
ロ

河
の
流
れ
の
嬉
げ
な
さ
ざ
波
が

ほ
の
か
な
月
明
か
り
を
縫
っ
て
進
む
と
こ
ろ
に

私
は
見
る
、
急
流
が
留
ま
る
こ
と
な
く

ロ
ロω
口
出
回
包g
m
g

出
向
。
同
ロ
・

流
れ
下
っ
て
い
く
の
を
。

k
F
一
σ
q
d
g
E
M
R
E
S
E
R

－
。8
ロ

ロ
ロ
ロ
－
s

－
m
o
F同島
。
司
－z
己
f

し
か
し
微
光
も
な
い
閣
の
中
に

河
が
流
れ
る
と
こ
ろ
に
は

同ω
同
位
。
ロ
ロ
円
低
ロ
内
山
口
口
回
目
見

g
H
，
。ω
m
w
p

U
何
回ω

仏m
w
B
〉
ロ
m
m
w
D
M伊丹
・
｜

た
だ
沈
欝
に
波
が
稔
り
を
あ
げ
る
だ
け
で

-9-

眼
に
は
何
も
見
え
な
い
。

ロ
ω
白
色
。
。F
g
a
口
。
。
ω
《
リ
『
片
付
自
由
吋

σ
円
以
内
リ
『
件
。

し
か
し
私
の
運
命
が

開
山
口
。
ロ
∞
ロ
の
W
J
可
。
ロ
品
目
立

あ
な
た
の
眼
差
し
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
な
ら
！

ω
口
四g

富
。
ロ
門
出
－
n
z
s
a
ロ
2
2
問
。Z
0
・

夜
ご
と
私
を
照
ら
す
甘
い
月
の
光
こ
そ
が

冨
似
品
。F
o
p
E
ω伴
内
山
口
自
由
吋
一

愛
す
る
人
よ
、
あ
な
た
な
の
だ
！

d〈m
wロ
ロ
ロ
州
w
n
F色
町
O

］
九
件
〈
ぬ
吋
問
。

σ
。
ロ
ω

と
き
お
り
空
し
く
私
が
あ
な
た
を

(404) 



同
ロ
色
町o
z
m
R
Z
m
g
o
F

．

p

ω
。
v
aロ
同
色R
a
g

－
己0
2
8
自
己
g
F
S
O
B

夜
に
探
そ
、
フ
と
す
る
時

生
命
の
暗
い
河
は

同
，g
c
o
g

己
ω
昨
日
ロ
自
民
o
F
f

悲
し
く
静
か
に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

君
。
ロ
ロ
円
山
口
口
－

v
q
R
E
S

巧
o
m
g

あ
な
た
が
こ
の
波
の
上
に

∞
丹H．

m
F－o
ω
同
N
ω
ロ
σ
0円
F
o－
－w

妖
し
き
明
る
い
光
を
投
げ
る
と

ω
0｝
岡
山
内
リ
『

ω
向
。
仏
何
回
目
岡
山
口
問
。

N
。
問
。
ロ
・

〉
。
v
wロ
ロ
同

ω
－
－NZ
ωの
E
M
O－
－
一

私
は
そ
れ
が
流
れ
去
る
の
を
見
る

（z
r
ω・
也N
l∞
ω
）

あ
あ
、
あ
ま
り
に
速
く
！

原
詩
は
、
奇
数
行
が
八
音
節
で
女
性
韻
に
終
わ
る
四
脚
の
、
偶
数
行
が
五
音
節
で
男
性
韻
に
終
わ
る
三
脚
の
、
と
も
に
ト
ロ
へ
i

ウ
ス

\\\\ 

（
強
弱
格
）
で
構
成
さ
れ
、
脚
韻
形
式
はa
b
a
b

の
交
差
韻
と
な
っ
て
い
る
。
（
最
初
の
二
行
を
図
示
す
る
と
、M内
｝
内
｝
内
｝
内
｝
内
｝
内
｝
内
｝
門
（
釦
）

\\\ 
M内
M
M
n
u内
u
n（σ
）
）
偶
数
・
奇
数
行
の
音
節
数
が
三
つ
も
異
な
る
こ
の
詩
形
は
、
シ
ラ
！
の
噸
詩
「
詩
神
の
復
讐
」
な
ど
、
噸
笑
や
矛
盾
を

題
材
に
す
る
こ
と
が
伝
統
的
に
多
い
。
レ
l

ナ
ウ
は
こ
の
詩
形
を
浪
漫
的
な
自
然
行
情
詩
で
も
好
ん
で
用
い
、
他
に
も
「
海
の
静
け
き
」
等

の
代
表
作
が
あ
る
。
ケ
ラ
l

は
こ
の
形
式
か
ら
直
ち
に
レ
l

ナ
ウ
を
聯
想
し
、
酒
詩
「
ト
カ
イ
で
レ
l

ナ
ウ
を
想
う
」
を
残
し
て
い
る
。

訳
詩
に
は
最
初
の
詩
節
の
み
韻
律
を
示
す
ス
カ
ン
シ
ョ
ン
（
「
l

」
が
揚
格
、
「
（
」
が
抑
格
）が
付
さ
れ
て
お
り
、
原
詩
の
音
節
数
だ
け

で
な
く
、
漢
語
の
平
灰
ま
で
写
し
取
る
（
「
｜
」
が
平
声
に
「
（
」
が
灰
声
に
対
応
）工
夫
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
原
詩
の
韻

律
構
造
を
も
再
現
し
た
漢
詩
風
の
訳
詩
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
八
言
と
い
う
句
が
漢
詩
の
伝
統
に
な
い
こ
と
は
勿
論
、
八
言
と
五
言
が
交
代
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す
る
の
も
全
く
例
を
見
な
い
。
つ
ま
り
厳
密
に
言
え
ば
こ
れ
は
漢
詩
で
な
い
こ
と
は
、
当
事
の
知
識
人
に
は
火
を
見
る
よ
り
よ
り
明
ら
か
で

あ
り
、
全
く
新
し
い
新
体
詩
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
訳
詩
は
原
文
に
無
い
意
味
内
容
を
過
分
に
含
む
こ

と
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
余
剰
部
分
を
原
文
と
比
較
す
る
事
に
よ
っ
て
、
鴎
外
訳
を
検
討
す
る
。

第
一
行
の
u
a
ロ

m
a
g
－
向
。
ロ
内
田
町
三

n
v
aロ
g
B

は
「
汝
の
無
き
を
思
ひ
て
巳
に
孤
り
蓬
戸
を
出
で
」
（
直
訳
で
は
「
あ
な
た
を
想
い
な
が

ら
私
は
独
り
さ
迷
う
」
）
と
訳
さ
れ
、
原
文
に
な
い
「
無
き
」
「
蓬
戸
」
が
介
入
し
て
い
る
。
杉
本
好
伸
氏
は
こ
う
し
た
背
景
に
『
伊
勢
物

(U
) 

証
巴
や
『
古
今
集
』
を
引
き
な
が
ら
「
伝
統
的
な
、
和
歌
的
な
情
趣
に
よ
る
連
想
」
が
働
い
て
い
る
と
解
釈
す
る
が
、
月
を
詠
む
の
は
「
春

江
花
月
夜
」
（
張
若
虚
）
、
「
月
夜
」
（
杜
甫
）
、
「
月
下
独
酌
」
「
蛾
娼
山
月
」
（
李
白
）
等
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
漢
詩
に
好
ま
れ
た
題
材
で
あ

り
、
語
釈
で
も
見
た
よ
う
に
多
く
の
表
現
も
漢
詩
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
む
し
ろ
漢
詩
の
伝
統
に
連
な
る
と
い
え
よ
う
。い
や
き
ら

に
い
え
ば
、
鴎
外
が
「
想
は
千
古
に
亘
り
高
邦
に
通
じ
て
変
更
な
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
た
高
山
樗
牛
が
「
月
夜
の
美
感
に
就
い
て
」

（
明
治
三
十
二
年
）

ロ
ン
グ
フ
エ
ロ
l

、
張
若
虚
ら
を
引
用
し
つ
つ
そ
の
「
沈
思
、
悲
哀
」
の
世
界
を
分
析
し
て
い
る
様
に
、

で
ハ
イ
ネ
、

月
光
は
古
今
東
西
の
詩
に
好
ま
れ
た
テl
マ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
詩
で
も
、
ゲ
ー
テ
の
名
詩
「
月
に
寄
す
」
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
ア
イ
ヒ

（
ロ
）

エ
ン
ド
ル
フ
ら
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
が
繰
り
返
し
好
ん
で
歌
っ
て
い
る
。
和
漢
洋
が
揮
然
一
体
と
な
っ
た
文
体
実
験
の
場
、
そ
れ
が
『
珍
母

影
』
の
世
界
で
あ
る
。

訳
詩
に
戻
ろ
う
。
原
詩
に
な
い
「
無
」
は
第
十
二
行
に
も
繰
り
返
き
れ
、
「
汝
」
の
不
在
感
を
強
調
す
る
。
「
沿
岸
行
」
に
は
「
う
た
か
た

の
記
」
に
「
岸
辺
に
沿
ひ
て
行
く
ほ
ど
に
」
と
類
似
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
以
後
も
適
宜
指
摘
す
る
が
、
「
月
光
」
「
あ
し
の
曲
」
の
用
語
と

モ
チ
ー
フ
は
、
「
舞
姫
」
と
「
う
た
か
た
の
記
」
に
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
。
第
二
、
三
行
は
と
も
に
「
安
」
で
始
ま
る
反
語
表
現
で
、
原
詩

の
接
続
法
第
二
式
の
非
現
実
用
法
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
、
内
容
を
打
ち
消
す
意
味
合
い
が
濃
く
な
る
。
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第
五
行
。
「
光
彩
」
は
「
舞
姫
」
で
も
帝
都
ベ
ル
リ
ン
に
来
た
印
象
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
。
「
何
等
の
光
彩
ぞ
、
我
目
を

射
む
と
す
る
は
。
何
等
の
色
沢
ぞ
、
我
心
を
迷
は
さ
む
と
す
る
は
。
」
目
に
も
彩
な
光
に
は
、
従
っ
て
、
「
心
を
迷
は
さ
む
と
す
る
」
何
も
の

か
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
何
か
は
詩
の
後
半
に
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
後
段
の
「
虹
」
も
原
詩
で
は
「
橋
」
田
昌
。
－

s

と
な
っ
て
い
た
。
「
文
づ
か
ひ
」
に
、
「
入
日
は
城
門
近
き
木
立
よ
り
虹
の
知
く
洩
り
た
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ま
ば
ゆ
い
光
の
広
が
り
と

（
日
）

橋
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
虹
」
と
訳
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
後
半
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
実
体
も
な
く
す
ぐ
に
消
え
て
行
く
運
命
の
虹
は
、

彼
岸
に
い
る
「
汝
」
と
此
岸
の
「
吾
」
を
束
の
間
繋
い
で
も
い
る
の
で
あ
る
。
き
ら
に
穿
っ
た
読
み
方
が
許
き
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
頃
お
そ

(M
) 

ら
く
第
二
部
第
二
幕
く
ら
い
ま
で
読
了
し
、
後
年
訳
す
こ
と
に
な
る
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
二
部
冒
頭
近
く
の
「
此
虹
が
人
聞
の
努
力
の
影

だ
。
／
あ
れ
を
見
て
考
へ
た
ら
、
前
よ
り
は
好
く
分
か
る
だ
ら
う
。
／
人
生
は
彩
ら
れ
た
影
の
上
に
あ
る
。
」
（
鴎
外
訳
、
四
七
二
五

i

四
七

二
七
行
）
を
思
い
出
さ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

第
七
行
は
波
を
見
る
者
も
、
波
自
身
も
楽
し
ん
で
お
り
、
「
自
然H
観
察
者
の
内
面
」
と
い
う
レ
l

ナ
ウ
の
自
然
観
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

こ
の
行
だ
け
が
沈
惨
な
詩
の
中
で
例
外
的
に
明
る
い
。

第
八
行
。
原
文
の
R
E
M
O－
－o

（
急
流
）
を
、
「
波
起
波
伏
」
と
波
の
上
下
運
動
に
と
ら
え
直
し
た
の
は
、
急
流
に
お
け
る
荒
波
の
状
態
を

精
確
に
描
写
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
先
述
し
た
レ
l

ナ
ウ
の
自
然
詩
に
特
徴
的
な
上
下
構
造
を
鴎
外
が
知
悉
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
レ
l

ナ
ウ
に
お
け
る
水
は
、
一
方
で
は
深
淵
を
映
す
水
面
と
な
り
、
他
方
で
は
「
海
の
朝
」
で
「
波
は
崩
れ
落
ち
る
／
波
は
立
ち
上
が

る
と
、
／
舟
の
行
く
手
の
航
路
に
か
か
っ
て
／
狂
え
る
限
り
泡
立
つ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
盛
り
上
が
っ
て
は
崩
れ
落
ち
る
、
上
昇
と
下
降
を

繰
り
返
す
波
の
運
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

第
九
・
十
行
は
全
く
の
意
訳
で
あ
る
。
流
れ
の
見
え
な
い
閣
で
は
川
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
、
「
千
頃
」
の
湖
の
よ
う
だ
と
い
う
の
は
、
目 (401) -12-



の
前
に
広
が
る
深
淵
を
そ
う
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
絶
望
の
深
き
が
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
ひ
ろ
作
＼
と
見
ゆ
る
湖
水
」
は
ま
た

「
う
た
か
た
の
記
」
に
お
い
て
悲
劇
の
娘
を
溺
れ
さ
せ
た
場
所
で
も
あ
っ
た
。
第
十
一
行
で
は
愛
す
る
の
女
性
に
も
う
一
度
振
り
向
い
て
欲

し
い
と
い
う
淡
い
期
待
感
と
、

そ
れ
は
は
二
度
と
来
な
い
の
だ
と
い
う
絶
望
感
が
攻
め
ぎ
あ
っ
て
い
る
が
、
後
半
「
何
日
能
得
償
」
の

「
償
」
に
は
、
犯
し
た
罪
に
対
す
る
（
お
そ
ら
く
は
鴎
外
自
身
の
）
自
責
の
念
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
推
測
を
禁
じ
得
な
い
。

続
く
十
二
・
十
三
行
で
は
「
吾
」
と
「
汝
」
に
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
、
遠
方
に
あ
る
月
、
す
な
わ
ち
「
汝
」
と
こ
ち
ら
に
い
る
「
我
」
と

の
講
離
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
原
詩
に
な
い
「
聴
建
倒
吾
履
」
や
「
深
夜
空
決
降
」
な
ど
に
は
翻
訳
を
越
え
た
実
体
験
の
迫
真
力
す
ら

感
じ
ら
れ
る
。
次
行
の
寸
5
5
5

色
（
悲
し
み
つ
つ
）
を
「
鳴
咽
」
と
誇
張
す
る
の
も
同
じ
要
因
が
働
い
て
い
よ
う
。
「
う
た
か
た
の
記
」

に
お
け
る
「
我
空
想
は
か
の
少
女
を
ラ
イ
ン
の
岸
の
巌
根
に
居
ら
せ
て
、
手
に
一
張
の
琴
を
把
ら
せ
、
鳴
咽
の
聾
を
出
き
せ
む
と
お
も
ひ
定

め
に
き
」
と
い
っ
た
用
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
「
鳴
咽
」
に
は
、河
を
眺
め
る
「
我
」
の
突
泣
の
み
な
ら
ず
、
別
離
し
た
恋
人
の
敵
秋
を
も

聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
十
四
行
の
「
昏
黒
生
路
」
の
「
生
路
」
も
、
似
た
よ
う
な
意
味
合
い
で
「
舞
姫
」
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
「
彼
が
生
路
は
概
ね
平
滑
な
り
し
に
、
穂
軒
数
奇
な
る
は
我
身
の
上
な
り
け
れ
ば
な
り
。
」
十
五
行
自
の
原
詩
に
な
い
「
李

花
」
は
恋
人
の
白
い
顔
た
と
え
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
実
際
に
（
あ
る
い
は
幻
想
で
）
見
て
い
る
の
は
、
月

の
方
で
は
な
く
「
李
花
」
の
方
な
の
で
、
「
李
花
」
か
ら
月
を
連
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
再
会
の
願
望
は
白
熱
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
「
舞
姫
」
の
エ
リ
ス
も
「
乳
の
如
き
色
の
顔
」
を
し
て
い
た
の
も
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

と
こ
ろ
で
本
訳
詩
に
お
い
て
テ
l

マ
と
な
る
月
は
、
「
珍
母
影
』
中
で
も
「
笛
の
音
」
（
「
お
ぼ
ろ
月
夜
の
か
げ
は
れ
て
／
き
や
け
き
光
の

そ
の
う
ち
に
」
）
、
「
戯
曲
『
憂
弗
列
度
』一
節
」
（
「
波
上
繊
月
光
料
紛
」
）
や
『
水
沫
集
』
に
追
加
さ
れ
た
「
青
郎
子
」
（
「
月
澄
む
よ
は
に
吹

か
せ
ば
や
」
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
月
は
題
辞
の
一
方
「
眠
峨
天
一
方
雲
月
在
我
側
」
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
、

「
が
母
影
」
の
最
重
要
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雲
、
照
ら
す
月
、
と
も
に
此
方
な
る
我
が
か
た
わ
ら
に
あ
る
」
、

の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
こ
の
題
辞
に
つ
い
て
は
「
天
下
の
二
秀
山
は
と
も
に
遠
く
し
て
天
の
一
方
に
離
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
か
げ
ら
せ
る

と
い
う
意
味
で
「
遠
い
異
国
の
詩
歌
と
、
雲
月
の
ご
と
く
そ
れ
を
照
ら
し
、

（
日
）

か
げ
り
を
与
え
る
の
が
わ
が
訳
行
と
い
う
寓
意
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

四

「
あ
し
の
曲
」

日
は
か
た
ぷ
き
け
り
あ
な
た
の
岸
に

ひ
ね
も
す
っ
か
れ
し
ひ
る
も
ね
む
り
ぬ

こ
の
池
の
面
に
み
ど
り
の
色
の

ふ
か
く
も
う
つ
れ
る
青
柳
の
い
と

は
る
け
き
空
な
る
人
を
し
の
び
て

袖
は
う
る
は
ひ
ぬ
涙
の
露
に

ω
《H
V口
出
向
。
品
。
同

1

U
S

一σ
。
口
問
。
宮
島
町ω。
ロ
ロ
m
w
R
F
a岳
山P

C
口
弘
島
常
自
民
品
。
同
，
m
w問
。
E
R

宮
町
内
一

Z
－a
q
g

ロ

m
g
E
R
a
o
d
〈
色
合
口

宮
内
田
角
川
口
同
，
巴

n
Y
ω。
ω
江
戸
－wω。
忠
良
・

こ
冶
に
は
あ
は
れ
に
柳
そ
よ
ぎ
て

夕
暮
れ
の
か
ぜ
に
ふ
る
ふ
あ
し
の
葉

深
く
も
っ
、
め
る
我
か
な
し
み
を

さ
や
か
に
照
ら
せ
る
な
つ
か
し
の
君

あ
し
と
青
柳
の
葉
を
も
れ
き
て

照
わ
た
る
ほ
し
の
影
の
ご
と
く
に

葦
の
歌

彼
方
に
太
陽
は
別
れ
ゆ
き

疲
れ
た
昼
は
眠
り
込
む
。

こ
こ
で
柳
は
垂
れ
下
が
る

池
の
中
に

か
く
も
静
か
に

か
く
も
深
く
。
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ロ
ロ
品
目
。F
E
C
即
日
o
E
F
向
。σ
ω件
。ω
g
a
円
山
内
川
口
一

そ
し
て
最
愛
の
人
を
私
は
遠
ぎ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

。
ロ
ロy
。
同
，
宵
陣
ロPA
c
－
－
－F
0
2
2
一

あ
あ
、
涙
よ
、
湧
き
い
出
よ
！

C 吋
ヨ円
己巴

ｧ' ~· 

巧包：
;:::; i:: 

~ ~ 
{U  ..，＿ー

ロ

~ e: F聞守・ 炉幽・－

Fヰ句

宮 g
同 J
。 ミ副

e-ro 
’ "'I ....... 

0.. 
('!) 

ロ

こ
の
柳
は
悲
し
そ
う
に
ざ
わ
め
き
、

風
の
中
で
葦
は
震
え
て
い
る
。

E
g
o
－
ロ
ω
昨
日
g
L町
内g
F
O
向
島g

ω
可
与
－
ω
ニ
ロ
・
3
3

巴
F
o－
－5

品
目
－
5
・

岩
戸
。
円
山
口
吋
n
F
∞
山
口ωOロ
E
O
H
1
Z
ロ
色
d
F可
忠
弘Oロ

2
5
E
鬼
門
凶g

〉
宮
口
弘ω
件
。g
g

∞
E
・

静
か
で
深
い
私
の
苦
悩
へ

逢
か
な
お
前
は
光
を
投
げ
る

明
る
く
柔
ら
か
に

こ
の
葦
と
柳
を
通
し
て
洩
れ
入
る

（Z
F
・
ω
・A
F
H）

タ
星
の
反
映
の
よ
う
に
。

ま
ず
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
詩
の
訳
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
こ
れ
は
小
金
井
喜
美
子
訳
と
い
う
の
が
有
力
な
説
で

あ
っ
た
。
し
か
し
小
堀
桂
一
郎
氏
は
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
、
訳
文
の
綿
密
な
考
証
を
通
し
て
「
妄
説
で
あ
る
」
と
き
っ
ぱ
り
と
退
け
、
鴎
外

（
日
）

訳
に
他
な
ら
な
い
と
断
言
す
る
。
氏
の
見
解
は
十
分
な
説
得
力
を
持
ち
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
う
。
実
際
、
以
下
に
考
察
す
る
よ
う
に
原
文

を
正
確
に
岨
鴫
し
そ
れ
を
過
不
足
な
く
日
本
語
に
移
し
か
え
る
手
腕
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
鴎
外
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

レ
l

ナ
ウ
の
原
詩
は
、
八
音
節
女
性
韻
で
終
わ
る
奇
数
行
と
七
音
節
男
性
韻
で
終
わ
る
偶
数
行
が
規
則
正
し
く
交
代
す
る
四
脚
の
ト
ロ
へ

ー
ウ
ス

（
強
弱
格
）で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
四
行
一
組
の
詩
節
三
つ
か
ら
な
る
十
二
行
詩
で
あ
る
。
脚
韻
形
式
は
a
b
a
b

（
第
二
、
第
三
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詩
節
は
そ
れ
ぞ
れ

adad

) 

の
交
差
韻
。
い
わ
ゆ
る
人
口
に
謄
笑
し
た
「
民
謡
詩
節
」
で
、
民
謡
や
リl
ト
的
な
詩
に
好

a
c
a
c

、

ん
で
用
い
ら
れ
、
こ
の
形
式
を
用
い
た
ハ
イ
ネ
、

ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ
ら
の
佳
品
は
し
ば
し
ば
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
五
篇
か
ら
な
る
「
あ
し

の
曲
」
連
作
も
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
l

ン
や
ベ
ル
ク
ら
に
よ
っ
て
一
部
が
作
曲
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
原
詩
二
行
ご
と
に
現
れ
る
八
七
と
い
う
音
節
数
が
、
日
本
語
の
八
七
調
に
「
句
訳
」
き
れ
る
。
第
一
行
目
を
例
に
取
る
と
、

\\\\ 

ロ
ユ
号
。
ロ
問
。
宮
内
回
目
。

ω
。
ロ
ロ
め
ω
n
v巴
品
。
一
ロ
（
凶
凶
凶
凶
凶
M
M
内
同
）
と
い
う
八
音
節
が
「
日
は
か
た
ぶ
き
け
り
あ
な
た
の
岸
に
」
（
八
＋
七
音
）

に
該
当
し
、
訳
詩
の
音
数
は
原
詩
の
倍
に
な
る
。
こ
の
八
七
調
に
は
、
伝
統
的
な
七
五
の
流
麗
な
調
べ
に
は
な
い
新
た
な
詩
的
リ
ズ
ム
の
創

出
も
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が

こ
れ
が
原
詩
の
テ
ー
マ
で
あ
る
別
離
と
苦
悩
を
効
果
的
に
伝
え
て
い
る
。日
本
人
の
耳
に
慣
れ
親

し
ん
だ
七
音
よ
り
一
音
多
い
前
半
の
八
音
は
、
枠
に
は
収
ま
り
き
れ
な
い
何
か
あ
る
不
安
な
感
情
を
掻
き
立
て
、そ
れ
が
後
半
の
慣
れ
親
し

ん
だ
七
音
に
流
入
す
る
こ
と
で
、
独
得
の
リ
ズ
ム
と
情
緒
を
醸
し
出
す
。
例
え
ば
第
三
節
の
「
我
か
な
し
み
を
」
「
な
つ
か
し
の
君
」
と
い

っ
た
表
現
は
前
半
八
音
の
被
修
飾
語
と
し
て
叙
述
の
対
象
を
鮮
明
に
し
、
情
緒
を
き
ら
に
深
め
る
効
果
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
下
、
原
詩
を
参
照
し
な
が
ら
、
訳
詩
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。

第
一
節
。
「
あ
な
た
の
岸
」
は
初
出
で
は
「
あ
な
た
の
峯
」
に
な
っ
て
い
た
。
（
原
文
で
「
岸
」
に
該
当
す
る
表
現
は
な
く
、
た
だ
「
彼

方
」
門
町
民
宮
口
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
）
詩
の
舞
台
は
、お
そ
ら
く
は
ド
イ
ツ
南
部
の
あ
る
葦
の
生
い
茂
る
池
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
平
原

が
広
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
「
か
た
ぶ
き
け
り
」
も
原
文RZ
E
g

の
第
一
義
「
別
れ
る
」
（
こ
れ
は
恋
人
と
の
別

離
を
暗
示
し
よ
う
）
を
到
底
含
み
き
れ
な
い
が
、
次
行
の
「
ひ
る
も
ね
む
り
ぬ
」
と
呼
応
し
て
「
沈
み
ゆ
く
」
太
陽
と
迫
る
夕
閣
を
効
果
的

に
表
現
し
て
い
る
。
第
三
行
目
の
「
み
ど
り
」
も
原
文
に
な
い
が
、
続
く
「
青
柳
の
い
と
」
と
関
連
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
『
古
今
集
』
の

「
春
雨
の
ふ
り
そ
め
し
よ
り
青
柳
の
糸
の
緑
ぞ
ま
き
り
け
る
凡
河
内
弱
恒
」
等
に
す
で
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
表
現
で
あ
り
、
古
郡
康
人
氏
も
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（
口
）

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
和
歌
和
文
の
伝
統
的
措
辞
が
主
流
を
な
し
て
い
る
訳
筆
」
と
い
う
側
面
は
こ
の
他
に
も
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。

従
来
、
小
金
井
喜
美
子
説
が
唱
え
ら
れ
た
の
も
、
漢
学
に
は
絶
大
の
自
信
を
持
っ
て
い
た
鴎
外
が
以
外
に
盲
点
で
あ
っ
た
和
歌
方
面
で
の
知

識
を
、
喜
美
子
に
依
存
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
に
基
づ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
「
ふ
か
く
も
う
つ
れ
る
」
に
関
し
て
『
明
治

大
正
訳
詩
集
』
の
頭
注
に
は
次
の
様
に
あ
る
。
「
原
詩
に
お
け
る
『
ふ
か
く
』
は
、
池
の
水
面
に
の
ぴ
た
柳
の
枝
が
『
深
々
と
』
垂
れ
て
い

る
、
の
意
だ
が
、
訳
詩
で
は
「
み
ど
り
の
色
が
濃
く
」
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
同
時
に
、
映
っ
た
影
が
深
み
に
達
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
、

と
も
、
影
が
濃
く
映
っ
て
い
る
、
の
意
味
に
も
と
れ
る
。
」
（
前
掲
書
一
四
三
頁
）

し
か
し
先
に
見
た
よ
う
に

レ
l

ナ
ウ
に
お
い
て
水
面
は
単
な
る
表
面
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
深
い
「
深
淵
」
へ
の
入
り
口
と
し
て

も
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
原
詩
に
お
い
て
す
で
に
柳
の
枝
は
水
中
深
く
ま
で
達
す
る
と
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
鴎
外
訳
が
優
れ

て
い
る
の
は
、
そ
の
両
方
を
含
意
す
る
た
め
に
「
う
つ
れ
る
」
と
意
訳
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
最
終
節
の
「
照
ら
せ
る
」
や
「
影
」
と

も
呼
応
す
る
、
翻
訳
行
為
そ
の
も
の
を
も
暗
示
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
よ
り
「
青
」
と
「
み
ど
り
」
と
二
つ
の
色
彩
の

微
妙
な
相
違
も
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
青
柳
の
実
際
の
眼
に
染
み
入
る
よ
う
な
深
緑
と
し
て
の
「
青
」
と
、
そ
れ
が
水
面
に
映
し

出
き
れ
て
や
や
淡
く
な
っ
た
幽
玄
な
「
み
ど
り
」
と
が
、
換
言
す
れ
ば
実
態
と
そ
の
像
（
あ
る
い
は
原
文
と
そ
の
訳
）と
が
対
比
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
同
時
に
漢
字
と
平
仮
名
の
醸
し
出
す
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
に
も
重
な
る
。
第
二
行
が
す
べ
て
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
る
の
を
見
て

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
鴎
外
は
漢
字
と
平
仮
名
の
効
果
を
充
分
考
慮
し
て
訳
詩
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
事
は
な

か
っ
た
が
、
漢
字
／
平
仮
名
（
漢
語
／
和
語
）

の
使
い
分
け
と
比
率
は
、
す
べ
て
平
仮
名
の
「
花
蕃
破
」
か
ら
漢
詩
風
の
も
の
ま
で
、
内
容

に
応
じ
て
十
分
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
。
「
は
る
け
き
空
な
る
」
は
初
出
で
は
「
は
る
け
く
へ
た
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
「
空
な
る
」
と
し
た
方
が
、
遠
方
に
い
る
恋
人
の
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広
い
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
原
詩
十
行
自
の
司
0
3
0

を
先
取
り
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
何
よ
り
も
「
最
愛
の
人
を
私
は

遠
ぎ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
原
詩
の
断
定
的
調
子
か
ら
は
程
遠
く
、
腕
曲
的
で
繊
細
な
イ
メ
ー
ジ
に
変
容
し
て
い
る
。
ま
た
「
涙
よ
、
湧

き
い
出
よ
」
と
い
う
命
令
形
が
「
袖
は
う
る
は
い
ぬ
」
と
過
去
形
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
永
遠
の
別
離
が
す
で
に
な
さ
れ
た
事
を
暗
示
す

る
。
こ
の
よ
う
に
訳
詩
全
体
に
現
在
形
／
過
去
形
が
効
果
的
に
配
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
・
第
二
節
で
は
前
半
に
現
在
形
、
後
半
に
過
去
形

を
配
置
し
｜
｜
第
一
節
で
は
「
か
た
よ
き
け
り
」
と
「
ね
む
り
ぬ
」
が
過
去
形
、
「
う
つ
れ
る
」
が
現
在
形
、
第
二
節
で
は
「
し
の
ぴ
て
」

は
「
う
る
ほ
い
ぬ
」
に
係
る
の
で
前
半
は
過
去
形
、
後
半
は
「
そ
よ
ぎ
て
」
「
ふ
る
ふ
」
の
現
在
形
｜
｜
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ほ
ぼ
、
遠

景
と
近
景
の
池
に
対
応
し
て
い
る
（
「
彼
方
」
ロ
呂
志
ロ
と
「
こ
こ
」
E
O
吋
）
。
こ
の
遠
景
と
近
景
が
、
「
君
」
と
「
我
」
の
空
間
的
の
み
な
ら

ず
時
間
的
事
離
を
生
み
、
別
離
と
喪
失
感
を
い
っ
そ
う
明
瞭
に
浮
び
上
が
ら
せ
る
。

と
こ
ろ
で
小
堀
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
原
詩
で
は
「
柳
」
巧
包
母
ロ
が
負
の
感
情
表
現
で
あ
る
R
F
O
E
S
－
B
a
号
P
F
O
E
S
と

韻
を
踏
む
な
ど
音
楽
的
要
素
に
秀
で
た
詩
で
あ
り
、
鴎
外
も
「
そ
よ
ぎ
て
」
（
＆5
巳
ロ
）
「
ふ
る
ふ
」
（
Z
Z

）
と
い
っ
た
律
動
表
現
を
効
果

（
四
）

的
に
訳
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
穿
っ
た
読
み
方
を
す
れ
ば
、
両
者
が
心
地
よ
く
響
く
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
内
で
「
こ
こ
に
は
」
「
あ
は
れ

に
」
が
「
そ
よ
ぎ
て
」
と
同
じ
四
音
で
あ
り
、
「
か
ぜ
に
」
「
ふ
る
ふ
」
が
と
も
に
三
音
で
あ
る
こ
と
も
一
役
買
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
夕
暮
の
」
は
原
文
に
は
な
い
が
、
文
脈
上
自
然
で
あ
り
、
和
歌
的
情
緒
を
演
出
し
て
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
。
「
深
く
も
つ
冶
め
る
」
は
原
文
の
「
静
か
で
深
い
」
に
対
応
す
る
が
、
「
つ
つ
め
る
」
は
秘
め
て
外
部
に
は
出
き
な
い
H

静
か
な

と
な
り
、
四
行
自
の
「
ふ
か
く
も
う
つ
れ
る
」
と
も
対
応
し
た
名
訳
と
い
え
る
。
四
行
自
の
「
ふ
か
く
も
」
が
平
仮
名
な
の
は
、
鰯
鰯
た
る

柳
の
幽
玄
き
を
写
し
取
る
た
め
で
あ
り
、
九
行
目
が
漢
字
で
「
深
く
も
」
と
な
る
な
の
は
「
我
が
か
な
し
み
」
の
深
刻
き
を
描
出
す
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
次
行
の
「
き
や
か
に
」
も
原
詩
の
「
明
る
く
柔
ら
か
に
」
を
一
語
に
収
数
し
つ
つ
、
音
楽
的
イ
メ
ー
ジ
も
初
御
さ
せ
る
言
葉
で
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秀
逸
。
こ
の
二
行
の
後
半
に
は
「
我
」
「
君
」
が
、
「
我
／
か
な
し
み
を
」
（
二
＋
五
）
と
「
な
つ
か
し
の
／
君
」
（
五
＋
二
）
と
い
っ
た
交
差

し
た
音
韻
構
造
の
中
に
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
事
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
モ
チ
ー
フ
と
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
「
う
た
か
た
の
記
」
の
「
下
」
、
例
え
ば
「
暮
色
は
早
く
岸
の
あ
な
た
に
来
ぬ
」
や
「
産
の
一
叢
舟

に
触
れ
て
、
き
わ
／
＼
と
聾
す
る
を
り
か
ら
」
と
い
っ
た
表
現
に
影
響
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

五
、
結
ぴ

以
上
、
二
篇
の
レ
l

ナ
ウ
の
訳
詩
を
考
察
し
て
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
整
理
し
た
い
。

「
月
光
」
「
あ
し
の
曲
」
と
も
に
、
恋
人
と
の
訣
別
の
歌
で
あ
る
と
同
時
に
、
恋
人
の
い
る
遠
方
へ
の
強
い
憧
慣
を
吐
露
し
た
詩
で
あ
る
こ

レ
l

ナ
ウ
の
詩
に
特
有
の
、
自
然
風
景
に
天
上
と
地
上
、
彼
方
と
此
方
（
こ
こ
に
我
と
汝
の
講
離
も
暗
示
さ
れ
る
）

と
。
ま
た
い
ず
れ
も
、

の
対
比
を
読
み
込
ん
で
そ
れ
を
効
果
的
に
訳
出
し
、
き
ら
に
分
裂
し
た
自
我
意
識
と
内
面
の
危
機
も
随
所
に
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
遠
方

か
ら
此
方
を
照
ら
す
の
は
、
「
月
」
と
「
ほ
し
」
と
い
う
相
違
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
反
映
、
す
な
わ
ち
影
が
テl
マ
と
な
る
。

レ
！
ナ
ウ
の
詩
を
二
篇
択
ん
だ
事
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
以
上
の
よ
う
な
特
質
が
『
於
母
影
」
全
篇
の
、ひ
い
て
は
若
き
鴎
外
の
テ

ー
マ
と
合
致
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
鴎
外
が
レ
l

ナ
ウ
に
つ
い
て
言
及
し
た
部
分
は
少
な
い
。
し
か
し
「
現
代
諸
家
の
小
説
論
を
読
む
」
で

は
ゲ
l

テ
と
並
び
レ
l

ナ
ウ
を
次
の
様
に
賞
賛
し
て
い
る
。
「
醤
へ
ば
面
影
の
詩
中
に
で
も
ギ
ヨ
オ
テ
は
「
ミ
ル
テ
」
の
木
は
し
づ
か
に
、

「
ラ
ウ
レ
ル
」
の
木
は
高
く
と
賦
し
、
レ
ナ
ウ
は
こ
冶
に
は
あ
は
れ
に
柳
戦
ぎ
て
、
夕
暮
の
風
に
ふ
る
ふ
あ
し
の
葉
と
賦
し
た
り
。
彼
し
づ

ふ
る
ふ
の
字
に
注
目
せ
よ
。
均
く
是
れ
景
を
叙
す
れ
ど
も
、
彼
は
感
相
を
現
し
、
此
は
情
感
に

恕
ふ
。
而
し
て
ギ
ヨ
オ
テ
の
句
を
請
す
れ
ば
、
南
欧
温
和
の
風
景
忽
駕
と
し
て
我
目
前
に
浮
ぴ
出
で
、
レ
ナ
ウ
の
句
を
請
す
れ
ば
、
北
天
凄

か
の
字
、
た
か
く
の
字
、
此
あ
は
れ
の
字
、
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冷
の
物
色
宛
然
と
し
て
我
心
頭
に
発
露
す
。
強
ひ
て
こ
れ
が
優
劣
を
論
ず
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
」

前
半
で
は
、
ゲ
ー
テ
が
自
然
の
「
感
相
」
を
描
く
、
す
な
わ
ち
「
外
に
よ
り
て
詩
境
に
進
」
む
詩
人
で
あ
る
の
に
対
し
、レl
ナ
ウ
は

「
情
感
」
を
よ
っ
て
「
内
よ
り
し
て
こ
れ
に
入
る
」
詩
人
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
観
察
者
の
内
面
を
自
然
風
景
に
読
み
込
ん
だ
レl
ナ
ウ

詩
の
特
徴
を
見
事
に
言
い
当
て
て
い
る
。
ま
た
引
用
さ
れ
た
詩
語
「
し
づ
か
に
」
「
た
か
く
」
「
あ
は
れ
に
」
「
ふ
る
ふ
」
は
、
両
詩
人
の
資

質
の
相
違
を
象
徴
し
た
言
葉
で
あ
る
。
後
半
で
は
、
鴎
外
独
自
の
見
解
と
し
て
、ゲ
ー
テ
を
「
南
欧
温
和
の
風
景
」
、レ
ナ
ウ
を
「
北
天
凄

冷
の
物
色
」
と
と
ら
え
る
。
ゲ
ー
テ
に
つ
い
て
は
「
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
」
や
「
イ
タ
リ
ア
紀
行
』
等
の
南
方
へ
の
憧
れ
や
調
和
の
精
神
の
イ
メ

ー
ジ
か
ら
、
直
ち
に
肯
首
き
れ
よ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
草
原

オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
南
ド
イ
ツ
の
風
景
を
歌
っ
た

レ
l

ナ
ウ
に
つ
い
て
は
、

の
で
、
必
ず
し
も
「
北
天
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
苦
悶
と
憂
惨
を
湛
え
た
自
然
風
景
か
ら
こ
の
イ
メ
ー
ジ
に
繋
が
る
の
で
あ
ろ
う
。

漢
詩
風
訳
の
「
月
光
」
で
レ
ナ
ウ
を
「
列
悩
」
と
表
記
し
た
の
も
正
鵠
を
射
た
表
記
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
当
り
、
両
方
の
訳
詩
で
言
及
さ
れ
、
『
が
母
影
』
全
体
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
「
影
」
に
言
及
し
て
お

（
四
）

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
影
」
は
鴎
外
に
お
い
て
、
光
の
当
ら
な
い
閣
の
部
分
を
指
す
の
で
は
な
く
、
光
そ
の
も
の
の
反
映
で
あ
っ
た
こ
と
は

（
却
）

先
に
引
用
し
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
訳
「
こ
の
虹
が
人
聞
の
努
力
の
影
だ
」
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
捺
母
影
』
の
テl

マ
は
、
題
辞
に
も

あ
る
よ
う
に
、
西
詩
の
実
像
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
そ
の
雰
囲
気
（
面
影
）
を
伝
え
る
の
が
文
学
的
営
為
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
斬
新
な
文

体
実
験
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
験
精
神
は
同
時
に
、
鴎
外
一
流
の
文
学
的
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
荒
々
し
い
生
の
感
情
を
、
外
来
文
化
か
ら
考
案
さ
れ
た
一
定
の
規
矩
、
均
整
に
仮
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
の
情
念
か
ら
切
り
離

し
、
普
遍
的
な
文
学
性
を
与
え
よ
う
と
す
る
精
神
で
あ
る
。
鴎
外
は
『
蛤
母
影
』
翻
訳
に
お
い
て
形
式
の
均
整
と
装
飾
を
借
り
て
、
雅
文
体

創
造
へ
の
試
行
錯
誤
の
場
と
し
た
の
と
同
時
に
、
別
離
し
た
人
へ
の
想
い
と
内
面
の
危
機
を
も
乗
り
越
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
「
於
母
影
』
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に
は
従
っ
て
、
訣
別
し
た
女
性
の
面
影
も
色
濃
く
漂
っ
て
い
る
こ
と
は
見
た
通
り
で
あ
る
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
と
は
云
え
、
わ
ず
か
二
編
に
対
象
を
絞
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
考
察
を
、
他
の
詩
編
に
も
広
げ
て
行
く
作
業
が
今

後
に
残
さ
れ
た
。

と
も
あ
れ
、
月
光
そ
の
も
の
も
、
自
ら
発
光
す
る
こ
と
な
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
輝
映
す
る
こ
と
を
思
え
ば
、
一
種
の
影
と
も
い
え
る
。

若
き
鴎
外
の
文
学
的
出
発
を
、
幽
玄
な
美
と
諦
念
と
、
様
々
な
形
式
美
で
わ
れ
わ
れ
の
眼
を
愉
し
ま
せ
て
く
れ
る
「
月
光
」
に
喰
え
た
い
誘

惑
に
駆
ら
れ
る
の
は
筆
者
ひ
と
り
の
み
で
あ
ろ
う
か
。

注鴎
外
作
品
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
岩
波
書
店
版
鴎
外
全
集
（
一
九
七
三
）
に
拠
る
。
煩
を
避
け
て
巻
数
・
頁
数
は
省
略
し
た
。
レ

l

ナ
ウ
作
品
か
ら

の
引
用
は
次
の
版
に
拠
り
、
略
号
の
後
に
頁
数
を
示
し
た
。
z
z
z
g
F
8
2

・
4
司q
－8
5

円
四
回
江
民0
・
百
件
。
江
R
V
同
ハ
ユt
R
V
ゅ
の
g
ω
B
E
g

－

開
凶σ
0・
回
目
m
・
5

〉
ロ
梓g
m

品
。
ニ
ロ
件
。
ヨ
丘
町
。

s

－g
F
8
2

ー
の0
8

－
－R
E
P

国
内
凶
・
同
・
の
め
仏
仙
の

F
Z
E
ω
H
∞
ピ
・
項
目
。
ロ5
8

（H
Z
F
）

（1
）
明
治
二
十
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
水
沫
集
』
に
は
鴎
外
に
よ
る
二
篇
の
訳
詩
「
青
郎
子
」
「
盗
侠
行
」
の
二
篇
の
訳
詩
が
加
わ
り
、
他
に
も

詩
句
の
変
更
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
岩
波
版
鴎
外
全
集
第
十
九
巻
の
「
水
沫
集
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
、
異
動
に
つ
い
て
は
本
文
で
言
及
し
た
。

日
夏
歌
之
介
全
集
第
三
巻
『
明
治
大
正
詩
史
』
（
河
出
書
房
新
社
一
九
七
五
）
七
二
頁
。

懐
郷
生
、
浅
水
生
、
筑
水
漁
夫
等
の
筆
名
を
用
い
て
ゲ
i

テ
や
レ
l

ナ
ウ
の
詩
を
翻
訳
し
た
。
し
か
し
「
正
に
是
れ
焼
官
に
輝
く
瑠
璃
の

ヲ
ツ
プ
エ
ル
ス
ト
ロ
ー
ム

燈
、
／
蒲
生
は
蕃
穣
に
鮎
火
せ
り
／
各
々
の
精
神
は
漏
漫
す
べ
し
注
流
す
べ
し
。
／
此
方
を
越
え
て
ア
ノ
感
謝
の
大
江
に
。
」
（
レ
ェ
ナ
ウ

「
愛
の
祭
壇
」
）
と
い
う
よ
う
に
直
訳
調
で
批
判
を
呼
ん
だ
。

小
堀
桂
一
郎
『
西
学
東
漸
の
門
森
鴎
外
研
究
』
（
朝
日
出
版
社
一
九
七
六
）
お
よ
び
小
堀
・
神
田
両
氏
が
『
於
母
影
』
の
訳
注
を
担
当
し

た
『
明
治
大
正
訳
詩
集
』
（
角
川
書
店
一
九
七
二
を
参
照
。
本
稿
も
両
書
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
。

特
に
参
考
に
し
た
の
は
F
g
き
の
可
。
E
r
z
s
l
H
∞
巴
・
国g
号
。
宏
一
〈
。
ロ
Z
2
Z
1
2
S
E
8
5

円
四
回
内
向
こ
ロ
円

m
g
ω
－q
。
色N
E
・
当
日
。
ロ

(2
) 

(3
) 

(4
) 

(5
) 
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(6
) 

(7
) 

(8
) 

(9
) 

（
叩
）

（
日
）

岡
山
田
市
民

w・

「
月
光
」
つ
い
て
は
一
八
二
七
年
の
夏
に
成
立
し
た
と
す
る
異
説
も
あ
る
が
、
筆
者
は
一
八
三
二
年
成
立
と
考
え
る
。

国
ω
耳
目
巳

ω
z
z
o
n
W
0・Z
R
F
4
5
1
N
Z
S
＝Z
持
o
－ω
g
F
g
ω
ロ
・
の
注
目
。zo
z
g
E
仲
間ω
ユ
（
問
。n
E
B
）L
S
ω
・
ω
・5
N
・

〈
m
－
・4司
－Z
ω
ユ
g
ω

一
回
目E
Z
E

宮
O
同Z
5
4

司
命
日
仲
間
百

Z
S
R
－
ω
宮
内
田
町
ロN
R
g
n
F
E
ロ
m
F
o
g
s－
関
口
】
ロ
＼
の

E
N
H
U
切
戸
∞
－
H
O
N－

〈
也
・k
p寄
a
U
8
1
2
H
U
q
k
r
v
m
g
E
品
g
r
z

－
当
目
。
ロ
＼
相
内
包
ロ
＼
の

S
N
H
u
g
－
m
・8
同
・

〈
m
F出
。
吋ω
同
』
。m
R
E
B
司
B

ロ
｝
内
一
回
ω
ロ
内
田
v
z
n
F品
。
吋
門
町
三ωn
v
oロ∞
可
。
司
町
固
め
ロ
沙
門

B
－8

・
同
，
ロ
σ
山
口
問
。
一
ロ
＼
回
何
回
路
】
忌
∞

ω
・
∞
－Hω一
司
・

慶
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
編
『
森
鴎
外
・
除
母
影
研
究
』
国
文
学
論
叢
七
（
桜
楓
社
、
一
九
八
五
）
の
「
月
光
」
の
項
を
参
照

部
分
は
四
二
頁
）
。

内
容
的
に
も
「
月
光
」
に
近
い
、
人
口
に
謄
笑
し
た
ゲl
テ
の
名
詩
「
月
に
寄
す
」
を
択
ば
な
か
っ
た
理
由
は
、
そ
の
調
和
的
な
調
子
が
、

当
時
、
鴎
外
が
直
面
し
て
い
た
内
的
危
機
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
李
自
の
次
の
詩
に
依
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
饗
橋
落
彩
虹
」
［
李
白
・
秋
登
宣
城
謝
眺
北
楼
］

鴎
外
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
読
書
に
つ
い
て
は
、
小
堀
桂
一
郎
の
前
掲
書
、
一
五
一
頁
以
降
を
参
照
。

『
明
治
大
正
訳
詩
集
』
の
補
注
二
四
を
参
照
の
こ
と
。
（
前
掲
書
、
四
一
七
頁
）

小
堀
桂
一
郎
「
西
学
東
漸
の
門
森
鴎
外
研
究
』
五
八
頁
を
参
照
。

『
森
鴎
外
・
が
母
影
研
究
』
の
「
あ
し
の
曲
」
の
項
を
参
照
（
引
用
部
分
は
一
四
六
頁
）
。

小
堀
桂
一
郎
前
掲
書
、
六
五
頁
。

漢
詩
に
お
い
て
も
影
は
、
特
に
月
影
は
光
そ
の
も
の
指
す
。
「
起
行
残
月
影
俳
個
」
［
顧
況
・
聴
角
思
帰
］

ゲ
ー
テ
の
原
文
で
は
u
q

名
目
指
巴
ご
号
品g
s
g
R
E
W
F
O

回
。
巳B
V
8
・
（
四
七
二
五
行
）
。
こ
れ
も
「
影
」
と
訳
し
た
二
行
後
の
原
語
は

k
r
v
m
E
R
で
あ
る
。
ま
た
「
あ
し
の
曲
」
で
は
恩
置
を
「
影
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
鴎
外
は
光
の
反
映
、
あ
る
い
は
実
像
に
対

す
る
虚
像
を
「
影
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
用
語
を
鴎
外
の
全
作
品
に
わ
た
っ
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
趣
旨
を
大
き

く
越
え
る
が
、
『
除
母
影
』
執
筆
時
に
忍
月
と
の
論
争
に
お
い
て
、
小
説
の
人
物
の
主
客
関
係
を
「
形
」
と
「
影
」
に
喰
え
て
い
た
こ
と
は

大
変
興
味
深
い
（
「
明
治
二
十
二
年
批
評
家
の
詩
眼
」
）
。
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（
引
用

（
ロ
）

（
日
）

（
比
）

（
日
）

（
日
）

（
口
）

（
日
）

（
叩
）

（
初
）


